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ンプル数li 合~f'l20 て . その内わけは 表ー 1 の通り である
サンフル数は.IEP数として記しているが，住宅形式



















にあわせて . / '7ヨウジを立て.写真の小にツマヨウジ
を写し込んで太陽軌道図を昆ねる際の目印とした。ただ
し ， 彼Jヒ 1 ;iJ't:~tに対して大阪地方てd商へ 6・23.2' 偏って
表ー 1 日fl(¥条イ'1:のタイプとサンプル数
ド流出I:il附 対面lt 京 両日照 同，j I:l !HI 物l骨量 タイプサンプル数 タイプサンプル数
8m 以上 xt 10 Yo R 
4-8111 11務 X 3 Y 5 2監 J金 4 y， 4 
H符 ぬ 3 Y‘ 4 2-4m 2附 x. 16 Y 18 
1-2m u皆 x. Y. 3 2階 X。 8 Y. 1 
1 m.jとl前 1階 X7 
y， 2 














































故にこの結果から， 日照時間 (Y 単位:分)と対商
建物の仰角 (X 単位:皮)の関係の一次回帰式を求め
ると
南向窓の場合 y = -9 . 9x + 534 
相関係数 r= -0.953 
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遮蔽物が腐のとき y=67 xー 76 1'=0.58 
遮蔽物が棟のとき y=5.5x +325 l' =0.23 
南向窓で対面建物が1階建角地の場合
遮蔽物が舟のとき y=87x-39 1'=0.61 
遮蔽物が棟のとき y=4.9x +402 l' =0.6 
南向窓で対面建物が2階建連続の場合
遮蔽物が廟のとき y=35x -95 l' =0.49 
遮蔽物が棟のとき y=6.3x ，232 r =0.62 
東西向窓で対面建物が1階建連続の場合
遮蔽物が腐のとき y=21x-1l r=0.71 
遮蔽物が機のとき y=1.5x+120 r=0.43 
東西向窓で対面建物がl階建角地の場合
遮蔽物が廟のとき y=43x-0.4 r=0.78 
遮蔽物が棟のとき y=0.4x +179 r =0.44 
東西向窓で対面建物が2階建連続の場合
遮蔽物が廠のとき y=12x-9 r=0.7 































































化しない点を考慮、して，隣棟間隔を 0-lm， 1-2m， 










































~ ~ I yw 
高陶Z 吋麗竃精"・.. 
" ~・ 吋・1‘. ・_'il句色 t‘，.・合‘ "・肉官怖が角"・4 ・l~喝。
. . f!: tI 
=τ= l~iIi"・4・・・内側・~~岡. ・







〆 1ilo;1!' t・ー E拘Z陽瞳配管-L/. - 吋陶4也拘&'rt..~ ..τ.晶喝<，ー 吋歯肉檀拘が角地1....勺唱。
- 中.，悼














その結果を住宅形式別にみてみると， r 1戸建J li， 
比較的街区も重量っており道路率も高いため， 4時間以上
の日照時間のある例が44%あり条件としてはよい。


























~会-C: I /・ :1・・:
25 
-・ ノペ三矛~;




























日mIJI寺問南日照 BflI.勝間物階段 タイプ タイプ
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〉ゐ2 。 Y. 。
1 m未満
l X， 。 y， 。
2 〉ら 。 Y. 。
であろう。以上の結果をまとめると， 図-20のようにな
るのこれらのことから.，主内北部地区で日照条件の悪い








南向窓、の場合 y= -9.9 x +534 r = -0.953 
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(4) 住宅建築の棟の寓き，腐の高きの中央値として， 1 
































4 )建築学会・建築資料集成 1，丸善，昭和44年 5月
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